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新年度がスタートして二週間が経ちました。 
 新しい環境、新しい学級になって二週間が経ちました。みなさん、どうですか？そろそろ疲れが

出てくる頃ですかね？先週の月曜日に部活動結成が行われ、どのクラブも１年生を迎え、本格的に 

部活動がスタートしています。 明日からは家庭訪問も始まります。授業は午前中で終わり、時間の

ゆとりができますが、部活動に打ち込む、ホッと一息ついて頑張るエネルギーを蓄えるなど、有意

義に使えるようにしましょう！！ 

【河原城中生に大切にしてほしいこと】 

①人を大切にすること。 ②ルールについて考えること。 ③感謝の気持ちをもつこと。 

自分を大切にしない人は人を大切にできない。まわりを大切にする人は好感がもてます。結果、 

まわりからも自分も大切にしてもらえるので、まわりを大切にすることも自分を大切にすることに 

つながります。「いじめや差別は絶対にだめ！！」当たり前の文句ですが、人それぞれの個性がある 

ので自分と違うことも当たり前です。違うからこそ面白いのです。そういった違いをお互いに認め 

合えるようにしていきたいですね。 

 今年はルールについても考えてみましょう。そのルールはなぜあるのか？それがなければどうな

るのか？など考えてみてほしいのです。ルールには、必ず理由や経緯がある。それを改善できた時、 

もしかしたら、そのルールは“当たり前にできること”としてなくなるかもしれません。社会に出 

ると法律はありますが、それ以外のルールはほとんどありません。そうすることが当たり前だから

です。それをマナーや TPO などともよんでいます。守れなかった時に罰則はありません。しかし、 

とても恥ずかい思いをしたり、場合によって一緒に仕事をしてもらえないことも出てくるかもしれ

ません。それができないことで信用をなくすことにもつながるのです。みんなが守る校則には、そ

んなマナーやＴＰＯについて考え、行動できるようになるという意味や目的があります。だからこ

そ、「これぐらいいいやん！」と思うことがあっても守ることが大切です。みんながルールについて

考え、校則を守ることがみんなの安心安全につながります。 

「人の気持ちが分かる」、「人の気持ちを汲む」、「人の思いに応える」 

そんな人を大切にできる人にもなりましょう！！ 

自転車のヘルメット着用について 
 改正道路交通法の施行により、令和 5 年 4 月 1 日より自転車利用者のヘルメット着用が努力義務

化されました。それにともない、羽曳野市内の学校では、努力義務ではありますが生徒の安全の確

保のために学校行事や部活動の遠征の際に自転車を利用する場合にはヘルメットを着用していくこ

とになっています。各ご家庭におかれましても、ヘルメットの購入について検討していただけるよ

うによろしくお願いします。また、合わせて自転車保険の加入についても確認をお 

願いします。自転車保険では、①自分のケガ、②相手への賠償などに対応してい 

ます。あってはならないことですが、万が一の事故に備え、子どもたちを守るた 

めにも、ご家庭のご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

 

みんなで住んでいるところってどんなところ？ 

  みんなが住んでいるこの河原城中学校校区はどんな町でしょう？みんなはどう感じていま 

すか？先生は河原城中学校に転任してきて、すごくみんなのことを見てくれている地域だなぁ 

と温かい気持ちになりました。みんなの行動や過ごし方が心配であると、すぐに学校に連絡 

をくれます。みんなの行動がありがたいなって思った時にも必ず連絡をくれます。陸上競技 

部が校外で練習していると関心を示していただけたり、声をかけていただいたり。他のクラ 

ブも自転車で試合に行く時などに声をかけていただいたことはありませんか？ 

  みんなは、学校で当たり前のように行われている生活や行事に地域の方の協力や理解があ 

ることを知っていますか？これは小学校の時からあったかもしれませんが、『見守り隊』といっ 

て、みんなの登下校の安全を見守ってくれている人がいます。みんなが遊ぶ公園などをきれ 

いにしてくれている人がいます。 

学校で行われている活動の中には音楽なども含め、大 

きな音がともなうものもあります。体育大会の時のマイ 

クの音もそうですね。そういったみんなが楽しみにして 

いる行事も地域の方の理解があるから、行うことができています。 

みんながよりよい学校生活を送るために地域の人が協力してくれています。すごく温かい町 

ですね。そんな地域の方に感謝の気持ちを込めて、これから行動してみませんか？ 

昨年度もあったように地域の方が困っていたら助けましょう！！地域に出た時には、あいさ 

つなどの学校で頑張っていることを行い、心が“ぱぁっ”と明 

るくなるような行動ができればいいですね。 

特別なことをしなくても、みんなの頑張りを見て、聞いて、喜ん 

でくれる地域の方がいます。そういう姿をこれからはたくさん見て 

いただいて、「応援したい」って思ってもらえるようにしましょう！！ 


